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内
向
き
の
米
国
・
台
頭
す
る
中
国
な
ど
世
界
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
、

持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
波
乱
含
み
の
世
界
経
済
、
混
迷
の
中
東
情
勢
な
ど

国
際
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
日
本
は
成
長
戦
略
推
進
に
加
え

国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
創
設
や
同
戦
略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
策
定
な
ど
、

安
全
保
障
体
制
整
備
へ
と
動
い
て
い
る
。
一
方
、

国
の
安
全
保
障
／
経
済
成
長
と
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
議
論
は
、

十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日
本
の
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
い
。

日
本
の
安
全
保
障
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

宮
家
邦
彦 

キ
ャ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
／
立
命
館
大
学
客
員
教
授

小
山
　
堅 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
常
務
理
事・首
席
研
究
員

永
濱
利
廣 

第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査
部
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

鼎
談

基
軸
を

探
る
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国
際
情
勢
と
日
本
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

不
透
明
感
が
高
ま
る
世
界
経
済
の
な
か
で
、

日
本
は
貿
易
収
支
だ
け
で
な
く
経
常
収
支
も
赤
字
に

宮
家　

き
ょ
う
は
日
本
の
安
全
保
障
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
現
状
で
す
が
、
永
濱
さ
ん
、
国
際
経
済
情
勢
と
日
本
経
済
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
。

永
濱　

世
界
経
済
の
現
状
を
一
言
で
言
う
と
、
非
常
に
不
透
明
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
が
金
融
緩
和

の
出
口
に
向
か
う
な
か
で
経
済
指
標
が
下
振
れ
し
て
い
る
。
中
国
経

済
も
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
の
デ
フ
ォ
ル
ト
懸
念
が
重
な
り
、
あ
ま
り
良

く
な
い
指
標
が
出
て
い
る
。
そ
う
い
う
諸
々
の
要
因
を
背
景
に
、
新

興
国
の
通
貨
も
下
落
。
特
に
大
き
く
通
貨
を
下
げ
て
い
る
の
が
、
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
フ
ァ
イ
ブ
─
─
ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
経
常
赤
字
の
著
し
い
国
。
こ
こ

の
通
貨
が
下
落
し
て
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
日
本
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
結
局
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
指
標
の
弱
さ
が
発
端
で
す
か
ら
、
ド
ル
が
若
干
安
く
な
り
、
日
本

株
の
下
落
も
一
部
で
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
割
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

下
が
っ
て
い
な
い
。
日
本
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
デ
フ
レ
脱
却
の
兆
し

は
見
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
円
安
の
副
作
用
と
原
発
を
動
か
せ
な

い
面
が
あ
っ
て
、
貿
易
赤
字
が
膨
張
し
て
い
る
。
特
に
昨
年
末
か
ら

経
常
収
支
も
赤
字
化
。
世
界
経
済
の
不
透
明
感
が
高
く
輸
出
も
増
え

に
く
い
な
か
、
経
常
収
支
の
赤
字
化
は
、
財
政
懸
念
を
招
き
ま
す
。

今
は
日
銀
が
大
胆
な
金
融
緩
和
で
国
債
を
大
量
に
買
っ
て
い
ま
す
か

ら
急
に
金
利
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
景
気
が
良

く
な
り
金
融
緩
和
の
出
口
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
も
財
政

危
機
の
懸
念
が
出
て
く
る
。

　

世
界
経
済
、
日
本
経
済
と
も
非
常
に
不
透
明
感
が
高
い
状
況
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

宮
家　

シ
ェ
ー
ル
革
命
が
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
マ
ク
ロ
経
済
に
中
長
期

的
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
下
が
っ

て
い
て
、
今
後
も
下
が
る
。
ア
メ
リ
カ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
を
増
や

す
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
経
済
の
ア
キ
レ
ス
腱
だ
っ

た
双
子
の
赤
字＊

が
縮
小
し
、
大
き
く
プ
ラ
ス
に
効
い
て
く
る
。
ひ
い

て
は
日
本
経
済
で
考
え
て
も
、
今
、
天
然
ガ
ス
は
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ

ア
ム＊

と
い
う
形
で
高
く
買
っ
て
い
ま
す
が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
安
い

値
段
で
輸
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
調
達
先
を
多
様
化
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
き
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
革
命
と
原
子
力
事
故
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
り
正
反
対
の
日
米

宮
家　

僕
も
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
マ
ク
ロ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
経
済
に
与

え
る
影
響
は
中
長
期
的
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
小
山
さ
ん
は
専

門
家
と
し
て
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

小
山　

世
界
経
済
は
不
透
明
感
が
高
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
同
様
で
す
。
こ
こ
数
年
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
に
は

不
透
明
な
要
素
が
多
く
、
日
本
も
世
界
も
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
確
保
を
図
る
か
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
ず
っ
と
高
い
。
ア
ラ
ブ
の
春＊

な
ど
を

背
景
に
中
東
が
不
安
定
な
様
相
を
示
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
か
ら

三
年
連
続
し
て
原
油
価
格
が
平
均
一
〇
〇
ド
ル
／
バ
レ
ル
を
超
え
て

い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま
で
起
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
こ
れ
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
増
や
し
て
き
た
中
国
や
イ
ン
ド
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
新
興
国
経
済
が
、
最
近
や
や
弱
含
み
。

　

日
本
の
場
合
は
、
震
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
が
激
変
し
、
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現

在
ま
で
、
一
番
心
配
し
て
い
た
想
定
外
の
大
停
電
な
ど
は
起
き
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
節
電
と
と
も
に
火
力
発
電
を
大
幅
に
増
や
し

て
電
力
供
給
を
賄
っ
た
。
そ
れ
で
凌
い
で
三
年
間
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
結
果
的
に
化
石
燃
料
の
輸
入
代
金
が
膨
れ
上
が
り
、
日
本
経
済

を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
は
今
、
真
逆
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
代
金
が

減
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
急
速
に
下
が
っ
て
い
る
。
日
本
は
逆

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
代
金
が
増
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
上

が
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
り
日
米
の
動
き
は
正
反
対
。
日
本
経
済

に
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
家　

今
、
日
本
は
短
期
的
に
は
経
常
収
支
が
赤
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
中
長
期
的
に
中
東
の
石
油
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
安
い
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
に
代
え
れ
ば
、
収
支
は
い
い
方
向
に
行
く
ん
で
し
ょ
う
か
。

小
山　

期
待
の
持
て
る
兆
し
は
出
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
が
大
量
に
生
産
さ
れ
て
お
り
、
安
価
に
な
っ
た
ガ
ス
を
液

化
し
て
輸
出
に
回
す
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
実
は
ア
メ
リ
カ
は

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
が
拡
大
す
る
前
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
す
る
つ
も
り

で
輸
入
基
地
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
急
に
要
ら
な
く
な
っ
た
の

で
、
輸
出
基
地
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と

Ｆ
Ｔ
Ａ＊

を
結
ん
で
い
な
い
国
は
、
一
件
ご
と
に
輸
出
許
可
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
が
関
係
す
る
案
件＊

が
も
う
三
カ
所
で
許
可

双
子
の
赤
字

貿
易
赤
字
（
経
常
赤
字
）
と
財

政
赤
字
。

ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

日
本
の
金
融
機
関
が
国
際
金
融

市
場
で
資
金
調
達
す
る
際
、
貸

し
手
で
あ
る
欧
米
銀
行
か
ら
上

乗
せ
さ
れ
る
、
他
国
よ
り
も
高

い
金
利
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
原

子
力
発
電
の
停
止
に
よ
り
足
元

を
見
ら
れ
、
高
い
価
格
で
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。

ア
ラ
ブ
の
春

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
始
ま
っ

た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
反
政
府
デ

モ
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
）
を
皮

切
り
に
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、

シ
リ
ア
な
ど
ア
ラ
ブ
諸
国
に
拡

が
っ
た
民
主
化
運
動
。
シ
リ
ア

な
ど
現
在
も
内
戦
状
態
が
続
い

て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ

（Free Trade Agreem
ent

）

自
由
貿
易
協
定
。

日
本
が
関
係
す
る
案
件

フ
リ
ー
ポ
ー
ト
（
大
阪
ガ
ス
／

中
部
電
力
、
東
芝
）、
コ
ー
ブ

ポ
イ
ン
ト
（
住
友
商
事-

関
西

電
力
／
東
京
ガ
ス
）、
キ
ャ
メ

ロ
ン（
三
菱
商
事
／
三
井
物
産
）

の
三
カ
所
四
事
業
。

アメリカɾϖンシϧϕχアͷシΣʔϧΨス։ൃ�⡥4UBUPJM�"4"



08 ［やく］  2014 March 07［やく］  2014 March

さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
実
際
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
輸
入
さ
れ
る
の
は

一
七
年
以
降
で
す
が
、
日
本
は
新
し
い
供
給
源
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

永
濱　

た
だ
、
全
量
を
安
い
北
米
産
の
ガ
ス
に
代
え
る
の
は
ム
リ
。

今
後
も
世
界
人
口
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
き
ま
す
か
ら
世
界
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
高
ま
る
し
、
日
本
は
引
き
続
き
中
東
に
も
あ
る
程

度
依
存
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
は
思
い
ま
す
。

中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま

ア
メ
リ
カ
を
抜
け
な
い
中
国

宮
家　

中
国
で
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
か
。

中
国
に
は
か
な
り
埋
蔵
量
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
埋
蔵
場
所
は
チ

ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
。
採
掘
に
必
要
な
水
の
調
達
を
考
え
る
と
、
そ

ん
な
に
バ
ラ
色
で
も
な
い
。
中
国
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
っ
て
ど
れ

だ
け
中
東
依
存
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
も
し
く
は
引
き

続
き
中
東
へ
の
依
存
度
は
高
い
の
か
。

小
山　

中
国
の
場
合
、
中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

下
げ
る
努
力
は
必
死
で
や
る
で
し
ょ
う
が
、
現
実
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
続
き
、
自
動
車
の
数
が
増
え
て
、
石
炭
か
ら
少
し
で
も
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
け
ば
、
石
油
の
需

要
は
結
構
底
堅
い
。
国
産
石
油
の
量
は
限
ら
れ
る
の
で
、
ロ
シ
ア
や

ア
フ
リ
カ
か
ら
も
買
う
が
、
中
東
依
存
度
は
高
い
ま
ま
で
し
ょ
う
。

宮
家　

一
方
で
ア
メ
リ
カ
経
済
は
ど
れ
だ
け
回
復
し
ま
す
か
ね
。
将

来
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
く
と
い
う
見
通
し
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
が
出
る
前
の
予
測
な
の

か
、
そ
れ
と
も
シ
ェ
ー
ル
が
出
て
も
中
国
は
追
い
つ
く
の
か
。

永
濱　

一
時
期
に
比
べ
る
と
、
中
国
は
そ
ん
な
に
早
く
ア
メ
リ
カ
を

抜
か
な
い
の
で
は
と
い
う
見
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
理
由
は
ア
メ
リ

カ
に
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
起
き
た
の
が
大
き
い
が
、
プ
ラ
ス
、
米
中
の

人
口
動
態
が
違
う
。
国
連
の
見
通
し
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
移

民
効
果
な
ど
で
二
一
〇
〇
年
ま
で
生
産
年
齢
人
口
が
増
え
続
け
る
。

一
方
、
中
国
は
一
人
っ
子
政
策
に
よ
り
生
産
年
齢
人
口
が
二
〇
一
二

年
か
ら
も
う
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
か
つ
中
国
は
高
度
成
長
か
ら
安

定
成
長
に
シ
フ
ト
し
て
、
経
済
構
造
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
は
、
ゼ
ロ
か
ら
一
を
め
ざ
す
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
。
世
界
の
頭
脳
も
集
ま
っ
て
く
る
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
の
底
力
を
感
じ
た
の
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
ア
メ
リ
カ
の
経
済
回
復
で
す
。
三
つ
要
因
が
あ
り
、
一
つ
は
大
胆

な
金
融
緩
和
で
ド
ル
安
に
し
て
、
次
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ＊

な
ど
積
極
的
な
通
商

政
策
。
三
つ
目
は
棚
ぼ
た
か
も
し
れ
な
い
が
シ
ェ
ー
ル
革
命
。
い
わ

ゆ
る
ド
ル
が
安
く
な
っ
て
、
関
税
が
安
く
な
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

安
く
な
っ
て
、
製
造
業
の
国
内
回
帰
が
起
き
て
回
復
し
た
。
し
か

し
ア
メ
リ
カ
の
生
産
拠
点
が
み
ん
な
戻
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

ア
ッ
プ
ル
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
な
ど
製
造
は
全
部
海
外
。
で
も
儲
け
の

相
当
な
部
分
は
ア
メ
リ
カ
に
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
特
許
。
ア
メ
リ

カ
の
知
財
戦
略
を
日
本
は
見
習
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

　

そ
う
見
て
い
く
と
ア
メ
リ
カ
は
相
当
安
泰
で
、
中
国
が
追
い
つ
く

の
は
難
し
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
な
い
ロ
シ
ア
の
三
重
苦
、

資
源
輸
出
と
技
術
輸
入
の
両
面
で
日
本
に
送
る
熱
い
視
線

宮
家　

で
は
ロ
シ
ア
は
？　

安
全
保
障
を
考
え
る
と
き
ロ
シ
ア
の
存

在
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
ロ
シ
ア
は
ガ
ス
の
埋
蔵
量
が
多
い
が
高

い
。
ロ
シ
ア
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
を
ど
う
使
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

僕
、
昨
年
モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
一
番
驚
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
製
の

商
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
み
ん
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
。
ロ
シ
ア
に
は

し
っ
か
り
し
た
製
造
業
が
な
い
。
あ
そ
こ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
国
で

し
か
な
い
気
が
し
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

小
山　

ロ
シ
ア
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
ル
革
命
を
は
じ
め
世
界
で
起
き
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題

で
今
、
一
番
「
負
」
の
影
響
を
被
っ
て
い
る
国
が
ロ
シ
ア
で
す
。

　

ま
ず
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
余
剰
に
な
っ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
流
入
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
石
炭
か
ら

ガ
ス
へ
の
転
換
が
起
き
た
こ
と
で
、
余
っ
た
石
炭
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

流
れ
て
、
共
に
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
販
路
を
侵
食
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
政
策
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
に

推
進
し
て
き
た
。
こ
れ
も
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
販
売
に
影
響
し
て
い
る
。

宮
家　

ロ
シ
ア
は
三
重
苦
で
す
か
。

小
山　

え
え
。
も
と
も
と
ロ
シ
ア
の
輸
出
の
七
割
が
石
油
・
ガ
ス
。

外
貨
を
稼
げ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
だ
っ
た
国
で
今
起
き
て
い
る

の
が
、
ド
ル
箱
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
不
振
。
そ
れ
で
も
ロ
シ

ア
が
何
と
か
や
れ
て
い
る
の
は
、
原
油
価
格
が
高
い
か
ら
で
す
。
も

し
原
油
価
格
が
一
〇
ド
ル
二
〇
ド
ル
下
が
る
と
、
プ
ー
チ
ン
政
権
に

と
っ
て
は
政
権
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
大
打
撃
に
な
る
。

　

だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
に
販
路
を
見
つ
け
る
し

か
な
い
。
も
と
は
巨
大
化
す
る
中
国
市
場
に
ガ
ス
を
売
ろ
う
と
し
て

い
た
が
、
中
国
と
の
交
渉
は
難
航
を
続
け
、
今
に
至
る
ま
で
合
意
で

き
て
い
な
い
。
一
方
、
日
本
で
は
震
災
後
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
需
要
が
急
速
に

高
ま
っ
た
の
で
、
一
気
に
プ
ー
チ
ン
の
目
は
日
本
に
向
き
、
日
本
に

熱
い
視
線
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

宮
家　

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
経
済
的
な
利
益
で
す
か
。

小
山　

経
済
的
な
利
益
計
算
に
基
づ
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
中
に
は
中
国
を
潜
在
的
な
脅
威
と
見
る
目

が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
観
点
か
ら
日
本
を
重
視
す
る
と
い
う
見

宮家　邦彦　　みやけ　くにひこ
国際情勢アナリスト；
キヤノングローバル戦略研究所研究主幹；
立命館大学客員教授
1953年神奈川県生まれ。東京大学法学部
卒。外務省入省、在米国大使館一等書記
官、中近東第二課長、中近東第一課長、日
米安全保障条約課長、在中国大使館公使、
在イラク大使館公使、中東アフリカ局参
事官、2005年外務省退職。外交政策研究
所代表。第1次安倍内閣で総理大臣公邸
連絡調整官。06年〜立命館大学客員教授、
09年〜キヤノングローバル戦略研究所研
究主幹。国際情勢アナリスト、外交評論
家として、各種メディアで評論活動を展
開。著書『語られざる中国の結末』『仕事
の大事は5分で決まる』など。
http://www.canon-igs.org/fellows/
kunihiko_miyake.html
http://fpijapan.com/

Ｔ
Ｐ
Ｐ

（Trans-Pacific Partnership

）

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。

経
済
連
携
協
定
の
一
つ
で
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
チ
リ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
米

国
、豪
州
、ペ
ル
ー
、ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ

シ
コ
、
日
本
の
一
二
カ
国
が
交

渉
に
臨
ん
で
お
り
、
当
初
一
三

年
末
を
交
渉
妥
結
期
限
と
し
て

い
た
が
、
ま
と
ま
ら
ず
延
期
。

長
引
く
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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頭
を
走
っ
て
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ＊

を
つ
く
り
、
次
に
一
九
世
紀
末

か
ら
独
仏
日
露
米
が
新
興
国
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
覇
権
に
挑
戦
。
混

乱
後
に
抜
き
ん
出
た
の
が
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
・
ソ
連
で
あ
り
、
三

番
目
の
大
き
な
変
化
が
米
ソ
冷
戦
。
そ
し
て
冷
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
が

独
り
勝
ち
を
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
独
り
勝
ち
状
態
が
少
し
揺
ら
い

で
、
中
国
と
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
が
台
頭
し
て
く
る
。

　

そ
う
私
は
見
て
い
ま
し
た
が
、
中
国
の
力
を
若
干
過
大
評
価
し
、

ア
メ
リ
カ
の
力
を
若
干
過
小
評
価
し
て
い
た
か
な
と
。
ま
た
ロ
シ
ア

に
つ
い
て
は
メ
ジ
ャ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は
な
ら
な
い
気
も
し
ま
す
。

　

日
本
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
あ
っ

た
に
せ
よ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
た
め
湾
岸
地
域
は
重
要
で
す
。

引
き
続
き
中
国
も
中
東
依
存
度
が
高
い
ま
ま
で
、
他
方
、
ア
メ
リ
カ

は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
っ
て
財
政
的
に
も
余
力
が
出
て
く
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
台
頭
は
平
和

的
な
も
の
か
、
非
平
和
的
か
。
中
国
が
責
任
あ
る
国
際
社
会
の
一
員

に
な
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
安
全
保
障
は
比
較
的
調
整

し
や
す
い
。
し
か
し
最
悪
の
事
態
と
し
て
、
中
国
が
力
に
よ
っ
て
現

状
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
動
き
は
今
や
東
シ
ナ
海
で
も
起

き
て
い
る
。
今
後
日
本
は
湾
岸
地
域
か
ら
石
油
を
確
保
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
日
米
同
盟
を
使
う
の
か
、
中
国
は
日
米
同
盟
に
も
拘
ら

ず
ど
う
や
っ
て
石
油
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

　

そ
の
と
き
に
ロ
シ
ア
の
果
た
せ
る
役
割
は
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
ま
だ
ロ
シ
ア
は
経
済
利
益
で
日
本
と
の
関
係
改
善
を
考
え
て
お

り
、
必
ず
し
も
戦
略
的
な
外
交
革
命
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
。

私
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
七
二
年
中
国
が
ソ
連
共
産
党
の
圧

力
に
対
し
て
行
っ
た
外
交
革
命＊

。
そ
れ
ま
で
日
米
を
帝
国
主
義
と
非

難
し
て
い
た
中
国
が
、
ニ
ク
ソ
ン
を
呼
び
、
田
中
角
栄
と
話
を
し
た
、

あ
の
戦
略
的
な
外
交
革
命
で
す
。
そ
れ
を
ロ
シ
ア
が
今
、
日
本
に
対

方
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、
プ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
は
東
シ
ベ
リ
ア
・
極

東
の
ガ
ス
開
発＊

に
日
本
が
関
わ
る
の
は
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
の
一
つ

で
し
ょ
う
。

宮
家　

一
方
で
ロ
シ
ア
の
世
界
経
済
で
の
立
ち
位
置
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

通
貨
が
下
が
っ
て
い
る
新
興
国
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
・
フ
ァ
イ
ブ

は
経
常
赤
字
の
国
で
す
が
、
実
は
ロ
シ
ア
っ
て
経
常
黒
字
な
の
に
通

貨
が
下
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
一
つ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
の

ダ
メ
ー
ジ
を
一
番
大
き
く
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
既
に
人
口
が
減
っ

て
い
て
人
口
動
態
的
に
厳
し
い
。
か
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
一
本
立
ち

し
て
い
る
経
済
で
す
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

資
源
だ
け
で
将
来
的
に
食
べ
て
い
く
の
は
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い

が
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
に
限
ら
な
い
。
今
、
多
く
の
資
源
国
が
日
本
に

熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
資
源
を
買
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

日
本
の
技
術
を
国
内
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
で
も
の
づ
く

り
、
産
業
構
造
で
製
造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
て
い
き
た
い
と
。
そ

う
い
う
面
で
も
日
本
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

宮
家　

世
界
経
済
の
な
か
で
ロ
シ
ア
の
パ
イ
は
今
後
縮
小
す
る
？

永
濱　

そ
う
で
す
ね
。
人
口
動
態
的
に
は
、
ロ
シ
ア
よ
り
も
、
今

ち
ょ
っ
と
調
子
が
悪
い
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
中
南
米
、
イ
ン
ド
や
ア
フ

リ
カ
が
牽
引
役
と
し
て
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
と
課
題
は
？

二  

一  

世
紀
型
の
ア
メ
リ
カ
の
内
向
き
孤
立
主
義
で
、
 

中
東
か
ら
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
ど
う
す
る
？

宮
家　

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
世
界
の
現
状
を
、
一
八
世
紀
の
産
業
革
命
以
降
の
パ
ワ
ー
シ
フ

ト
、
大
国
の
興
亡
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
が
先

東
シ
ベ
リ
ア
・

極
東
の
ガ
ス
開
発

東
シ
ベ
リ
ア
の
チ
ャ
ヤ
ン
ダ
／

コ
ビ
ク
タ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

極
東
の
サ
ハ
リ
ン
１
・
２
・
３
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
基
地
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
、
ロ
シ
ア
は
近
年
、

ガ
ス
開
発
に
お
い
て
東
方
シ
フ

ト
を
強
め
て
い
る
。

パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ

大
英
帝
国
に
よ
る
平
和
。
産
業

革
命
に
よ
る
経
済
力
と
強
大
な

海
軍
力
に
よ
り
覇
権
国
家
と
し

て
世
界
の
秩
序
を
維
持
し
て
い

た
イ
ギ
リ
ス
の
最
盛
期
。

中
国
の
外
交
革
命

戦
後
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
共

産
主
義
陣
営
に
属
し
、
日
米
と

は
冷
戦
を
背
景
に
対
峙
す
る
関

係
に
あ
っ
た
中
国
だ
が
、
六
〇

年
代
以
降
中
ソ
対
立
が
続
く
な

か
、
七
二
年
二
月
ニ
ク
ソ
ン
米

大
統
領
が
訪
中
、
九
月
に
は
田

中
角
栄
首
相
が
訪
中
し
、
日
中

国
交
正
常
化
が
実
現
し
た
。
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に
ど
う
関
与
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
か
、
ア
メ
リ
カ
も
考
え
て
い
る
。

永
濱　

中
東
の
安
全
保
障
は
シ
ー
レ
ー
ン＊

も
含
め
日
本
に
と
っ
て
非

常
に
影
響
が
大
き
く
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
た
め
に
も
中
東
へ
の
関

与
を
下
げ
な
い
で
ほ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
に
す
れ
ば
最
大
の
脅
威
で
あ

る
中
国
が
今
、
領
土
問
題
は
じ
め
広
範
囲
に
動
き
そ
う
な
状
況
の
な

か
で
、
日
本
の
地
理
的
重
要
性
を
重
視
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
日
本
が
生
き
残
る
に
は

規
制
を
見
直
し
、国
を
開
く
べ
き
だ

宮
家　

そ
こ
で
日
本
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
な
か
で
日
本
が

生
き
延
び
る
に
は
ど
う
い
う
立
ち
位
置
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
。

永
濱　

日
本
経
済
の
生
き
残
り
を
考
え
る
と
、
問
題
は
ま
だ
国
が
開

か
れ
て
い
な
い
こ
と
。
例
え
ば
日
本
の
美
味
し
い
農
産
品
が
あ
っ
て

も
な
か
な
か
グ
ロ
ー
バ
ル
に
輸
出
で
稼
げ
て
い
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

障
害
と
な
っ
て
い
る
規
制
、
税
制
の
見
直
し
が
大
事
で
す
。

宮
家　

だ
け
ど
、
日
本
を
世
界
に
開
か
れ
た
経
済
に
す
る
な
ん
て
、

も
う
二
、    

三
〇
年
言
っ
て
い
る
。
何
が
だ
め
な
ん
で
す
か
。

永
濱　

や
っ
ぱ
り
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
、
国
を
開
く
の
に
非
常
に

抵
抗
の
あ
る
国
民
性
で
す
。
将
来
的
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の

人
口
は
今
後
も
減
り
続
け
る
わ
け
だ
か
ら
、
移
民
を
受
け
入
れ
な
い

と
成
り
立
た
な
い
。
で
も
、
そ
こ
は
ま
だ
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
。

宮
家　

で
も
、
移
民
っ
て
大
変
で
す
よ
。
社
会
的
な
問
題
も
起
こ
り

か
ね
な
い
。
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
で
す
か
。

永
濱　

今
の
経
済
を
維
持
す
る
な
ら
、
や
ら
な
い
と
難
し
い
。
短
期

的
に
も
日
本
は
六
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
で
す
が
、
国
内
の
建
設
労
働
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
と

な
る
と
外
国
人
で
す
が
、
今
、
日
本
っ
て
外
国
人
労
働
者
は
医
者
や

弁
護
士
な
ど
高
度
人
材
に
限
っ
て
い
る
。
も
っ
と
開
か
な
き
ゃ
い
け

な
い
。

　

ま
た
移
民
に
限
ら
ず
、
日
本
は
外
国
人
観
光
客
が
少
な
い
。
よ
う

や
く
昨
年
一
千
万
人
行
き
ま
し
た
が
、
増
え
た
理
由
は
、
円
安
と
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
ビ
ザ
の
発
給
要
件
緩
和
。
要
は
、
外
国
人

が
日
本
に
旅
行
に
来
る
の
も
今
は
敷
居
が
高
い
。
中
東
も
ロ
シ
ア
も
、

イ
ン
ド
も
ま
だ
緩
和
で
き
て
い
な
い
。

宮
家　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
経
済
連
携
は
ど
う
で
す
か
。

永
濱　

一
時
期
、
産
業
の
六
重
苦＊

の
一
つ
に
経
済
連
携
協
定
の
遅
れ

が
挙
げ
ら
れ
、
確
か
に
日
本
は
発
効
・
署
名
済
み
は
少
な
い
。
で
も
、

近
年
交
渉
中
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
け
で
な
く
、
日
中

韓
Ｆ
Ｔ
Ａ＊

や
東
南
ア
ジ
ア
も
含
め
た
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ＊

、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ＊

な
ど
も
交
渉
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
一
歩
前
進
は
し
て
い
る
。
問

題
は
こ
れ
か
ら
い
か
に
発
効
・
署
名
済
み
に
持
っ
て
い
く
か
で
す
。

石
油
危
機
の
経
験
が
な
い
中
国
が

力
で
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
危
な
い

宮
家　

た
だ
、
経
済
連
携
協
定
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
日

本
は
生
き
残
っ
た
と
し
て
も
、
安
全
保
障
の
問
題
が
あ
る
。
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
中
東
に
と
っ
て
は
将
来
も
多
く
買
っ
て
く

れ
る
中
国
や
イ
ン
ド
が
圧
倒
的
に
魅
力
的
な
お
客
さ
ま
。
日
本
は
今

ま
で
は
よ
く
買
っ
て
く
れ
た
が
、
節
約
し
て
効
率
も
良
く
な
っ
て
あ

ま
り
増
え
な
い
。
中
東
湾
岸
諸
国
に
す
れ
ば
、
日
本
よ
り
も
中
国
の

ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
ね
。

小
山　

そ
こ
は
微
妙
で
す
ね
。
確
か
に
中
国
は
ア
メ
リ
カ
も
抜
い
て

間
も
な
く
世
界
最
大
の
石
油
輸
入
国
に
な
る
。
で
も
、
日
本
と
い
う

市
場
は
、
非
常
に
安
定
し
た
市
場
で
、
売
り
手
か
ら
す
る
と
ど
う
し

て
も
持
っ
て
お
き
た
い
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
。
で
す
か
ら
中
国
の
こ
と

は
重
要
な
成
長
市
場
と
し
て
見
て
い
る
け
れ
ど
も
、
日
本
と
い
う
既

小山　堅　　こやま　けん
日本エネルギー経済研究所常務理事・
首席研究員 戦略研究ユニット担任
1959年長野県生まれ。英国ダンディ大学
よりPhD取得。日本エネルギー経済研究
所入所。国際動向分析グループマネジャ
ー、エネルギー動向分析室長、総合エネ
ルギー動向分析室長などを経て、11年よ
り現職。専門は国際石油・エネルギー情
勢の分析、アジア・太平洋地域のエネル
ギー市場・政策動向の分析、エネルギー
安全保障問題。共著『台頭するアジアの
エネルギー問題』『中国エネルギー戦略』
など。総合資源エネルギー調査会総合部
会政策小委員会委員など歴任。
http://eneken.ieej.or.jp/about/staff/
koyama_ken.html
http://eneken.ieej.or.jp/journal/special_
bulletin.html

し
て
や
る
ほ
ど
は
ま
だ
切
羽
詰
ま
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
次
に
考
え
る
べ
き
は
、
ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に

よ
っ
て
で
き
た
余
力
を
従
来
同
様
、
国
際
秩
序
安
定
の
た
め
に
使
う

の
か
。
も
し
く
は
オ
バ
マ
政
権
で
既
に
見
ら
れ
る
内
向
き
姿
勢
─
─

中
東
で
一
〇
年
以
上
も
戦
争
を
続
け
て
、
も
う
戦
争
は
嫌
だ
、
そ
ん

な
時
間
と
金
が
あ
れ
ば
国
内
を
再
建
す
る
ん
だ
と
い
う
「
二
一
世
紀

型
の
ア
メ
リ
カ
の
内
向
き
孤
立
主
義
」
が
出
て
く
る
か
ど
う
か
。
ア

メ
リ
カ
の
富
が
国
際
社
会
で
有
効
に
使
わ
れ
な
い
場
合
、
東
ア
ジ
ア

な
り
中
東
で
、
ア
メ
リ
カ
な
し
で
ど
う
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
く
る

の
か
。

　

ア
メ
リ
カ
は
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
起
き
て
、
中
東
湾
岸
地
域
へ
の
石

油
依
存
度
が
減
っ
た
。
従
っ
て
、
も
う
中
東
に
対
す
る
関
心
を
失
い
、

ア
メ
リ
カ
は
中
東
か
ら
出
て
い
く
と
い
う
変
な
議
論
が
一
部
に
出
て

い
ま
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
？

小
山　

ア
メ
リ
カ
が
中
東
に
関
心
を
な
く
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
化
に
向
か
う
の
は
事

実
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
中
東
に
関
与
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
に
も
あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
関
心
を
な
く
す
る

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
短
絡
し
た
議
論
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
私
、
最
近
よ
く
中
東
に
行
き
ま
す
が
、
中
東
の
人
た
ち
は
、

ア
メ
リ
カ
が
内
向
き
に
な
っ
て
自
分
た
ち
を
一
体
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
か
と
大
き
な
不
安
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
溜
め
て
い
る
。

そ
こ
が
今
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
す
。

宮
家　

疑
心
暗
鬼
で
す
か
。

小
山　

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
石
油
輸
送
ル
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
ア

メ
リ
カ
が
し
っ
か
り
守
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
。
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
安
全
通
行
は
日
本
も
油
濁
防
止
も
含
め
協
力
し
て
き
た
が
、
今
後

の
中
東
石
油
の
買
い
手
は
圧
倒
的
に
中
国
。
で
は
中
国
は
こ
の
問
題

シ
ー
レ
ー
ン

海
上
交
通
路
。
資
源
輸
送
ル
ー

ト
。

産
業
の
六
重
苦

諸
外
国
と
比
べ
日
本
の
事
業
環

境
が
不
利
な
六
項
目
。
円
高
、

高
い
法
人
税
率
、
自
由
貿
易
協

定
へ
の
対
応
の
遅
れ
、
硬
直
し

た
労
働
規
制
、
環
境
規
制
の
強

化
、
電
力
不
足
。

日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ

一
二
年
一
一
月
交
渉
開
始
。
物

品
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
投

資
、
競
争
、
知
的
財
産
等
の
広

範
な
分
野
に
つ
い
て
議
論
を
進

め
て
い
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

（Regional Com
prehensive 

Econom
ic Partnership

）

東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連

携
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
カ
国（
ブ

ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
）
＋
六
カ
国
（
日
本
、

中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ

ン
ド
）
が
交
渉
に
参
加
す
る
広

域
経
済
連
携
。
一
三
年
か
ら
交

渉
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ａ

（Econom
ic P

artnership 
A

greem
ent

）

経
済
連
携
協
定
。
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な
っ
た
場
合
、
彼
ら
が
力
で
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
危
険
で
す
。

小
山　

そ
こ
は
中
国
の
為
政
者
が
ど
れ
だ
け
市
場
を
信
じ
る
か
で
す

ね
。
一
般
的
に
は
、
昔
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
み
た
い
に
実
力
で
市
場

機
能
を
停
止
さ
せ
る
な
ん
て
こ
と
は
起
き
な
い
と
の
認
識
が
確
立
し

て
い
る
が
、
中
国
の
場
合
、「
市
場
」
に
本
当
に
依
存
で
き
る
か
ど

う
か
、
疑
念
や
懸
念
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
過
去
の
石
油
危
機
の
と
き
中
国
は
輸
出
国
だ
っ
た

の
で
、
輸
入
国
と
し
て
危
機
の
経
験
が
な
い
。
日
本
は
危
機
を
経
験

し
、
ま
た
七
四
年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
国
際
統
治
組
織
で
あ
る

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
に
加
盟
し
て
、
そ
の
枠
内
で

四
〇
年
間
行
動
し
て
き
た
。
中
国
は
ま
だ
そ
の
経
験
も
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
先
何
か
起
き
た
と
き
ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
、
読
め
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
は
世
界
で
も
関
心
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
課
題
と
戦
略
は
？

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、国
内
と
国
際
、

そ
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
こ
そ
大
事

宮
家　

で
は
実
際
に
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
ど
う
す
る
か
。

日
本
は
国
際
社
会
に
開
く
形
で
し
か
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
し
て
日

本
が
物
を
生
産
し
、
生
き
て
い
く
に
は
ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

確
保
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
幾
つ
か
の
試
練
を
く

ぐ
り
抜
け
な
が
ら
Ｉ
Ｅ
Ａ
に
入
っ
て
備
蓄
も
や
っ
て
、
あ
る
程
度
の

体
力
な
り
シ
ス
テ
ム
を
準
備
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
き
な
二
つ
の
変
化
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
福
島
の
事
故
、

も
う
一
つ
は
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
増
。
五
年
前
一
〇
年
前
に
は

予
想
も
つ
か
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
日
本
は
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率＊

は
僅
か
四
％
。
引
き
続
き
輸
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
は
何
が
一
番
大
事
だ
と
思
わ
れ
ま

す
？

小
山　

私
は
常
に
ベ
ス
ト
な
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
の
ミ
ッ
ク
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ミ
ッ
ク
ス
。
そ
の
点
で
は
、
安
全
性
確
保

が
大
前
提
と
い
う
条
件
で
、
原
子
力
を
う
ま
く
使
う
こ
と
は
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
温
暖
化
対
策
を
考
え
る
と
避
け
て
通
れ

な
い
。
た
だ
、
原
子
力
だ
け
で
な
く
、
化
石
燃
料
、
そ
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
も
必
須
で
す
。

宮
家　

で
も
コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

小
山　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
コ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
。
だ
か

ら
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
も
含
め
、
各
々
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
が
必
要

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
と
、
と
か
く
国
内

問
題
だ
け
に
目
が
向
き
ま
す
。
で
も
化
石
燃
料
は
国
際
市
場
で
調
達

す
る
の
で
、
国
内
対
策
と
国
際
戦
略
を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
す
る
必
要

が
あ
る
。
最
近
二
、三
年
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論
は
、
ど
う

も
内
向
き
。
世
界
の
視
点
を
持
ち
、
台
頭
す
る
中
国
と
ど
う
向
き
合

う
か
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
の
影
響
を
ど
う
分
析
す
る
か
、
等
を
踏
ま
え

た
戦
略
を
考
え
る
べ
き
。
内
向
き
の
議
論
で
は
立
ち
行
か
ず
、
海
外

と
国
内
を
両
睨
み
す
る
戦
略
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
も
大
事
で
す
。

　

ま
た
今
、
政
府
は
戦
略
立
案
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
企
業
で
す
か
ら
、
政
府
と
民
間
の
協
働

も
う
ま
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
本
が
持
っ
て
い
る
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
も
含
め
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
、
国
内
・
国
際
、
戦
略
立
案
と
遂
行
の
ミ
ッ
ク
ス
を
ベ
ス
ト

に
し
て
い
か
な
い
限
り
、
日
本
は
立
ち
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

に
販
路
と
し
て
定
着
し
て
い
る
安
定
市
場
も
重
視
し
て
い
る
。

宮
家　

だ
け
ど
こ
れ
だ
け
中
国
や
イ
ン
ド
の
経
済
が
大
き
く
な
る
と
、

湾
岸
地
域
の
油
田
で
支
え
ら
れ
ま
す
か
。

小
山　

資
源
的
に
は
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
湾
岸
だ
け
で
な

く
、
今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
シ
ェ
ー
ル
の
ガ
ス
だ
け
で
な
く
オ
イ
ル
の

生
産
が
増
え
て
い
る
。
あ
と
、
メ
キ
シ
コ
の
資
源
開
発
の
対
外
開
放

や
、
在
来
型
ガ
ス
は
中
央
ア
ジ
ア
・
カ
ス
ピ
海
、
ま
た
情
勢
次
第
で

イ
ラ
ン
や
イ
ラ
ク
の
増
産
も
期
待
で
き
る
。
少
な
く
と
も
二
〇
二
〇

年
〜
二
五
年
頃
ま
で
世
界
的
に
石
油
供
給
は
拡
大
し
、
原
油
価
格
に

は
下
押
し
の
圧
力
が
働
く
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
な
お
さ
ら
中
東

諸
国
に
す
れ
ば
、
大
量
に
石
油
を
買
う
中
国
や
イ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
は
大
事
な
顧
客
で
、
安
定
し
た
日
本
市
場
も
価
値
は
あ
る
と
。

宮
家　

な
る
ほ
ど
ね
。
た
だ
、
中
国
が
責
任
あ
る
国
際
社
会
の
一
員

に
な
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
す
よ
ね
。

　

僕
は
中
国
の
人
た
ち
に
い
つ
も
言
う
ん
で
す
。
あ
な
た
た
ち
は

一
九
三
〇
年
代
に
日
本
が
犯
し
た
過
ち
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
。
欧

米
に
対
す
る
劣
等
意
識
が
あ
っ
て
、
不
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

抱
え
た
国
民
が
い
て
、
そ
の
声
を
受
け
た
政
府
が
軍
隊
を
十
分
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
ま
ま
、
現
状
を
力
で
変
更
し
よ
う
と
ア
メ
リ
カ

の
西
太
平
洋
に
お
け
る
権
益
に
挑
戦
を
す
る
。
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と

は
や
め
な
さ
い
。
日
本
が
昔
や
っ
て
失
敗
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
国

力
を
消
耗
す
る
く
ら
い
な
ら
ば
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
あ

る
立
場
を
維
持
し
て
、
現
状
を
認
め
な
さ
い
と
。

　

歴
史
は
繰
り
返
す
と
は
言
わ
な
い
が
、
太
平
洋
戦
争
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
合
い
だ
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網＊

で
日
本
に
石
油
が
来

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
が
戦
争
に
向
か
わ
せ
た
。

今
後
、
中
国
が
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
で
き
る
な
ら
、
中
国
政

府
も
向
こ
う
見
ず
な
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
市
場
が
タ
イ
ト
に

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網

一
九
四
一
年
、
東
ア
ジ
ア
に
権
益

を
持
つ
ア
メ
リ
カ
（A

m
erica

）、

イ
ギ
リ
ス
（Britain

）、
オ
ラ

ン
ダ
（D

utch

）
に
よ
る
貿
易

制
限
。
対
戦
国
で
あ
っ
た
中
国

（China

）
を
加
え
て
日
本
側
が

呼
ん
だ
も
の
。

主
要
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

（
２
０
１
０
年
）

13
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ま
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
が
引
き
続
き
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
東
ま
で
の

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
担
う
の
で
は
な
く
、
中
国
も
含
め
た
バ
ー
ド
ン

シ
ェ
ア
リ
ン
グ＊

（
負
担
分
担
）、
国
際
協
力
を
言
い
始
め
て
い
る
。

　

小
山
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
が
中
東
へ
の
関
心
を
減
ら
す
わ
け
が
な
い

と
正
し
く
否
定
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
識
者
の
中
に
は
逆
の
こ
と

を
言
う
人
も
い
る
。
中
国
も
何
し
で
か
す
か
わ
か
ら
な
い
し
、
中
東

で
も
ク
ラ
イ
シ
ス
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
は
二
正

面
作
戦
を
採
れ
な
い
。
同
時
に
二
つ
の
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
国
家
戦
略
を
考
え

る
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
専
門
家
は
中
東
を
知

ら
な
い
。
中
東
の
専
門
家
は
東
ア
ジ
ア
が
わ
か
ら
な
い
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
専
門
家
は
中
東
も
ア
ジ
ア
も
地
域
情
勢
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
三
者
が
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

そ
こ
は
日
本
も
同
様
で
、
ど
う
も
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
総
合
的
な

政
策
を
つ
く
る
司
令
塔
が
ま
だ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
十
分
な
知
見

が
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
気
が
す
る
ん
で
す
。

小
山　

こ
の
二
、三
年
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
政

府
審
議
会
の
議
論
で
も
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ

け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
全
部
律
し
て
考
え
る
こ
と
も
起
き
て
い
ま

す
。
実
際
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
全
保
障
や
国
際
関
係
、
す
べ
て
を

踏
ま
え
て
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
が
、
そ
の
視
点

が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

３
・
11
は
日
本
に
と
っ
て
七
〇
年
代
の
石
油
危
機
よ
り
も
重
大
な

問
題
。
総
合
的
視
点
で
考
え
る
べ
き
と
き
に
、
内
向
き
の
視
点
な
ど

特
定
の
視
点
だ
け
で
話
が
な
さ
れ
る
。

宮
家　

脱
原
発
だ
け
と
か
で
す
ね
。

小
山　

そ
れ
が
非
常
に
問
題
で
す
。
も
っ
と
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
も

進
め
る
こ
と
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

る
し
、
国
際
戦
略
と
し
て
も
非
常
に
有
効
で
す
。

　

例
え
ば
日
本
の
省
エ
ネ
技
術
は
、
世
界
中
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
も
中
東
も
日
本
に
対
す
る
期
待
は
、
資
源
を
買
っ
て
く
れ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
実
は
省
エ
ネ
協
力
な
ど
へ
の
期
待
が
高
い
。
中

東
で
は
、
人
口
が
増
え
、
経
済
が
成
長
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
安

い
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
鰻
上
り
。
こ
の
ま
ま
で
は
二
〇
三
〇

年
頃
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
石
油
輸
出
国
で
な
く
な
る
と
の
計
算
が

あ
る
ほ
ど
の
勢
い
で
、
対
応
策
が
不
可
欠
。
対
策
と
し
て
彼
ら
は
、

一
に
省
エ
ネ
、
二
が
原
子
力
。
日
本
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
中
国
も
省
エ
ネ
に
関
し
て
は
日
本
に
期
待
し
て
い
る
。

か
つ
て
歴
史
認
識
で
対
立
し
た
と
き
も
、
日
中
間
の
省
エ
ネ
協
力
は

あ
る
程
度
機
能
し
た
。
今
回
ま
た
さ
ら
に
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５＊

問
題
と
、
ア
ジ
ア
の
天
然
ガ
ス
価
格
割
高
問

題
、
こ
の
二
つ
で
協
力
で
き
な
い
か
と
い
う
共
通
認
識
は
あ
る
。

　

世
界
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
日
本
の
強
み
だ
と
認
め
る
も
の
を
う
ま

く
活
用
す
る
戦
略
が
大
事
で
は
な
い
か
。

平
時
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
だ
が
有
事
の
際
は
ウ
ェ
ポ
ン
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
を
理
解
し
た
総
合
戦
略
が
要
る

宮
家　

た
だ
、
私
が
見
る
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
質
を
正
確
に
理
解

し
て
い
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
、
平

時
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
で
す
が
、
有
事
の
際
は
ウ
ェ
ポ
ン
。
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
か
ら
ウ
ェ
ポ
ン
に
突
然
変
わ
る
。
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
と
し
て
扱
う

プ
ロ
は
大
勢
い
る
が
、
ウ
ェ
ポ
ン
と
し
て
見
て
い
る
人
は
極
め
て
少

な
い
。

　

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
で
す
。
つ
ま
り
中
国
の
中
東
依
存
が
高

Ｐ
Ｍ
２・
５

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
二
・

五
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
一
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
一
〇
〇
〇

分
の
一
ミ
リ
）
以
下
の
微
小
粒

子
状
物
質
。
健
康
へ
の
悪
影
響

が
大
き
い
大
気
汚
染
物
質
。

バ
ー
ド
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

（burden sharing

）

負
担
分
担
。
国
際
政
治
で
は
、

経
済
援
助
や
防
衛
責
任
を
各
国

が
分
担
す
る
こ
と
。

永濱　利廣　　ながはま　としひろ
第一生命経済研究所経済調査部
主席エコノミスト
1971年生まれ。栃木県出身。早稲田大学
理工学部卒、東京大学大学院経済学研究
科修士課程修了。第一生命保険入社。日
本経済研究センターを経て、現職。一橋
大学商学部と跡見学園女子大学マネジメ
ント学部の非常勤講師を務める。専門は
経済統計、マクロ経済の実証分析。著書

『図解 90分でわかる! 日本で一番やさし
い「アベノミクス」超入門』『経済指標
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資
源
は
な
い
が
技
術
を
持
つ
日
本
、

省
エ
ネ
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
の
輸
出
戦
略
を
持
て

宮
家　

こ
の
ま
ま
化
石
燃
料
を
買
い
続
け
て
経
常
収
支
が
赤
字
に
な

る
の
は
、
日
本
経
済
に
は
大
打
撃
。
少
な
く
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

で
経
常
収
支
を
赤
に
す
る
こ
と
は
避
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
ね
。

永
濱　

日
本
経
済
の
最
大
の
リ
ス
ク
要
因
は
財
政
危
機
で
す
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
経
常
黒
字
は
確
保
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
中
長
期
的
に
は
、

火
力
発
電
の
効
率
を
上
げ
た
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
上

げ
る
方
向
性
は
い
い
が
、
そ
れ
に
は
結
構
時
間
が
か
か
る
。
目
先
の

財
政
破
綻
を
防
ぐ
意
味
で
は
、
や
は
り
安
全
と
認
め
ら
れ
た
原
子
力

発
電
所
を
使
っ
て
い
か
な
い
と
非
常
に
厳
し
い
。

　

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
も
含
め
た
経
済
連
携
協
定
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
か
ら

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
輸
入
す
る
に
し
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
条
件
。

そ
れ
は
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

一
方
、
確
か
に
日
本
は
、
資
源
は
な
い
が
省
エ
ネ
技
術
は
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
世
界
中
に
普
及
さ
せ
る
。
世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
を
下
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
る
面
で
も
貢
献
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ひ
い
て
は
自
分
た
ち
の
貿
易
赤
字
も
減
ら
せ
る
。
そ
う

い
う
方
向
性
は
非
常
に
重
要
じ
ゃ
な
い
か
。

　

あ
る
い
は
イ
ン
フ
ラ
輸
出
。
日
本
は
原
発
技
術
も
輸
出
で
き
る
し
、

石
炭
火
力
発
電
の
技
術
も
高
い
。
日
本
の
技
術
を
中
国
と
ア
メ
リ
カ

の
石
炭
火
力
発
電
所
に
導
入
す
る
だ
け
で
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量

は
五
％
削
減
す
る
。
ま
さ
に
日
本
の
一
年
分
の
排
出
量
を
減
ら
せ
る

ほ
ど
の
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
世
界
に
提
供
で
き

れ
ば
、
日
本
も
儲
か
る
し
、
世
界
的
な
貢
献
も
で
き
る
。

小
山　

全
く
賛
成
で
、
日
本
が
外
に
向
け
て
省
エ
ネ
、
ク
リ
ー
ン
な
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持
た
な
い
国
民
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

宮
家　

今
の
ポ
イ
ン
ト
は
す
ご
く
大
事
。
ア
メ
リ
カ
の
識
者
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
見
方
が
で
き
る
の
は
、
実
は
軍
や
議
会
の
関
係
者
だ
っ

た
り
す
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
を
す
る
た
め
に

政
治
、
経
済
、
国
益
か
ら
軍
事
作
戦
な
ど
す
べ
て
に
目
配
り
し
た
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
は
全
然
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
。
蓄
積
が

ま
る
で
違
い
ま
す
。

　

そ
こ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
ね
。
我
々
、
確
か
に
３
・
11
の

震
災
と
事
故
で
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
上
で
は
柔
軟
さ
を
失
っ
た
面
が
あ
る
。
あ
の
事
故
を
乗
り

越
え
て
、
よ
り
柔
軟
な
議
論
が
で
き
な
い
も
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

安
全
保
障
も
経
常
収
支
の
問
題
も
踏
ま
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考

え
る
に
は
、
若
干
柔
軟
性
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。

永
濱　

例
え
ば
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
の
矢
で
特
に
効
い
て
い
る
の

が
一
本
目
と
二
本
目
。
金
融
緩
和
と
財
政
政
策
で
そ
れ
な
り
に
効
果

が
出
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
功
は
、
安
倍
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
る
好
循
環
に
あ
る
わ
け
で
す
。
現
状
、
円
安
株
高
、
公
共

事
業
で
企
業
は
売
上
が
増
え
ま
し
た
。
で
も
一
方
で
、
一
本
目
の
副

作
用
、
円
安
に
よ
っ
て
輸
入
コ
ス
ト
が
嵩
み
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸

入
で
所
得
の
国
外
流
出
が
進
ん
で
、
好
循
環
が
起
き
に
く
く
な
っ
て

い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
非
常
に
重
要
で
、
そ

こ
が
も
っ
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
と
難
し
い
。

小
山　

そ
の
た
め
に
も
、
冷
徹
な
議
論
が
必
要
で
す
ね
。
日
本
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
冷
徹
に
見
て
、
政
策
や
戦
略
を
考
え
る
司
令
塔

な
り
機
能
が
必
要
で
す
が
、
震
災
前
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
通
に
供

給
さ
れ
て
い
た
の
で
、
関
心
は
薄
か
っ
た
。
突
然
震
災
と
原
子
力
発

電
所
の
事
故
で
す
べ
て
が
大
き
く
揺
り
動
か
さ
れ
、
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
議
論
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
三
年
経
つ
な
か

で
、
こ
れ
で
は
国
富
流
出
で
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
徐
々
に
わ
か
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
感
情
の
部
分
は
強
い
。
そ
れ
を
克
服
す

る
に
は
、
日
本
国
内
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
知
見
、
外
の
視

点
も
入
れ
て
い
か
な
い
と
、
柔
軟
で
冷
徹
な
政
策
・
戦
略
は
つ
く
れ

な
い
。

宮
家　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
そ
う
で
す
が
、
対
中
・
対
韓
関
係
も
柔

軟
性
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
国
も
韓
国
も
け
し
か
ら
ん
が
、
そ
こ
で

冷
静
さ
を
失
う
と
負
け
。
そ
れ
は
す
べ
て
に
通
ず
る
話
で
す
。

経
済
の
血
液
と
し
て
の
電
力
安
定
供
給
へ
、

外
交
政
策
の  

一  

環
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
守
る

宮
家　

最
後
に
、
電
力
会
社
は
一
体
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。
日
本

社
会
に
電
力
会
社
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
福

島
の
よ
う
な
形
で
負
の
側
面
も
見
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
電
力
会
社

は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
？

永
濱　

国
民
生
活
的
に
は
安
価
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
尽

き
る
。
お
そ
ら
く
国
民
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
政
府
が
や
ろ
う
と

し
て
い
る
発
送
電
分
離
・
電
力
自
由
化
。
切
磋
琢
磨
し
て
競
争
す
る

な
か
で
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
も
ら
い
た
い
。

宮
家　

確
か
に
高
い
と
国
富
ど
こ
ろ
か
企
業
も
流
出
し
ま
す
。

永
濱　

は
い
。
経
済
的
に
は
貿
易
収
支
ど
こ
ろ
か
経
常
収
支
が
数
カ

月
連
続
で
赤
字
。
こ
れ
、
非
常
に
大
き
な
警
告
で
す
。
実
際
に
私
の

試
算
だ
と
、
原
発
が
止
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
料
金
を
約
二
割
は

上
げ
な
い
と
難
し
い
。
四
人
世
帯
で
年
間
約
二
二
〇
〇
〇
円
の
負
担

増＊

。
一
方
で
今
回
の
消
費
税
三
％
ア
ッ
プ
は
約
九
〇
〇
〇
〇
円＊

。
と

な
る
と
、
実
は
原
発
が
動
か
な
い
だ
け
で
消
費
税
〇
・
八
％
分
の
負

担
増
。
こ
れ
は
国
と
協
力
し
て
で
き
る
だ
け
安
い
安
全
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
た
い
で
す
ね
。

情
勢
な
ど
大
き
な
視
点
で
議
論
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
例
え
ば
新

し
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
は
そ
れ
を
使
っ
て
他
の
中
東
や
ア
ジ
ア
産
油
国
と
の
交
渉
を
有
利

に
進
め
る
テ
コ
に
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
産
の
新
し
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
石
炭
、

原
子
力
も
含
め
て
交
渉
に
使
う
こ
と
で
天
然
ガ
ス
を
で
き
る
だ
け
安

く
手
に
入
れ
る
。
日
本
全
体
と
し
て
の
総
合
戦
略
が
不
可
欠
で
す
。

宮
家　

福
島
の
事
故
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
は
、
原
子
力
も
あ
る
程
度
動
か
し

て
、
化
石
燃
料
を
少
し
ダ
ブ
つ
か
せ
、「
お
た
く
か
ら
買
わ
な
く
て

も
い
い
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
値
段
も
っ
と
下
げ
な
さ
い
よ
」
と
い
っ
た

交
渉
が
必
要
で
す
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
「
ど
の
み
ち
化
石
燃
料
に
依

存
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
売
り
手
市
場
が
続
き
ま
す
か
ら
ね
。

日
米
同
盟
で
庇
護
さ
れ
経
済
的
に
も
豊
か
な
日
本
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
向
き
に
く
い

永
濱　

確
か
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
と
ウ
ェ
ポ
ン
と
い
う
視
点
は
非
常
に

重
要
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安
全
保
障
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関

係
で
す
。
原
発
も
、
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
安
い
だ
け
で
な
く
、

原
発
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
、
動
か
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
核

を
持
た
な
く
て
も
国
際
社
会
で
の
発
言
力
を
高
め
ら
れ
る
。

　

日
本
は
悲
惨
な
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
の
震
災
を
受

け
な
が
ら
女
川
原
発
な
ど
安
全
に
止
ま
っ
た
原
発
も
複
数
あ
る
。
こ

こ
に
注
目
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な
安
全

保
障
の
側
面
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

な
ぜ
日
本
で
そ
う
い
う
方
向
に
向
か
な
い
の
か
と
い
う
と
、
一
つ

は
や
っ
ぱ
り
日
米
同
盟
で
軍
事
的
に
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
国

民
的
に
は
関
心
が
向
き
に
く
い
面
が
あ
る
。
あ
と
は
日
本
が
島
国
で
、

経
済
的
に
も
ソ
コ
ソ
コ
豊
か
だ
か
ら
、
あ
ま
り
国
際
情
勢
に
関
心
を

ؔి力�େ൧ൃిॴ

原
子
力
稼
動
停
止
に
よ
る

電
気
料
金
へ
の
影
響

一
一
年
の
政
府
試
算
に
よ
れ

ば
、
原
子
力
が
稼
動
し
な
い
場

合
、
火
力
発
電
の
焚
き
増
し
に

よ
り
燃
料
費
は
三
・
一
六
兆
円

増
加
、
一
〇
年
度
の
電
力
総
コ

ス
ト
を
用
い
て
単
純
計
算
す
る

と
、
原
子
力
が
平
常
ど
お
り
稼

動
し
て
い
た
場
合
と
比
較
し
た

電
気
料
金
の
値
上
が
り
幅
は
約

二
割
。
そ
の
場
合
の
影
響
を
総

務
省
「
家
計
調
査
」
を
元
に
試

算
す
れ
ば
、
四
人
世
帯
で
は
年

二
二
一
七
一
円
の
負
担
増
に
つ

な
が
る
。
な
お
一
三
年
の
政
府

試
算
で
は
燃
料
費
は
三
・
六
兆

円
増
、
電
気
料
金
の
値
上
が
り

幅
は
約
二
四
％
と
な
る
。

消
費
増
税
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響

一
三
年
の
総
務
省「
家
計
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
四
人
世
帯
（
有
業

者
一
人
）
の
場
合
、
年
間
の
消

費
支
出
は
約
三
九
三
万
円
。
家

賃
や
医
療
費
、
授
業
料
等
を
除

い
て
消
費
税
が
か
か
る
費
目
だ

け
の
消
費
支
出
を
算
出
す
る
と
、

約
三
三
九
万
円
と
な
る
。
そ
の

場
合
の
消
費
税
負
担
額
が
五
％

の
場
合
と
八
％
の
場
合
の
差
を

試
算
す
れ
ば
、
年
約
九
万
円
の

負
担
増
と
な
る
。
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小
山　

電
力
会
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
た

め
の
「
資
産
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
発
電
設
備
で
は
、
原
子
力
、
石

炭
、
石
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
、
水
力
が
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
今
後
入
っ
て
く
る
。
こ
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
ま
ず
果
た
す
べ
き
。

　

原
子
力
は
安
全
へ
の
信
頼
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
わ
け
で
、
電
力

会
社
は
そ
れ
を
回
復
す
る
矢
面
に
立
ち
、
安
全
神
話
か
ら
脱
却
す
る

た
め
の
企
業
文
化
、
安
全
文
化
を
自
ら
立
て
直
す
の
が
絶
対
条
件
で

す
。
ま
た
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
関
し
て
も
、
電
力
会
社
こ
そ

が
外
に
対
し
て
し
っ
か
り
交
渉
を
し
て
、
少
し
で
も
安
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
買
う
た
め
の
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
競
争
の
な
か
で
勝
ち
残
る
力
と
知
恵
を
高
め
つ
つ
、
電
力

の
安
定
供
給
を
、
大
変
で
あ
っ
て
も
、
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

宮
家　

も
う
何
十
年
も
前
、
カ
タ
ー
ル
に
初
め
て
行
っ
た
と
き
、
天

然
ガ
ス
を
液
化
し
て
送
り
出
す
港
の
工
事
現
場
に
行
き
ま
し
た
。
電

力
会
社
の
人
は
も
ち
ろ
ん
い
た
が
、
そ
う
い
う
開
発
計
画
や
価
格
交

渉
に
、
ど
の
程
度
多
様
な
知
見
が
入
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
む
な
ら
、
外
交
や
安
全
保
障
の
専
門
家
も
電
力

の
基
本
く
ら
い
は
知
っ
て
お
く
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
単
に
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
じ
ゃ
な
く
ウ
ェ
ポ
ン
だ
か
ら
、
省
庁
の
壁
を
超
え
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
考
え
る
。
そ
れ
は
外
交
政
策
の
一

環
と
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

永
濱　

安
全
保
障
に
絡
む
話
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
が
絡
ん
で
交

渉
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

小
山　

中
東
で
も
ロ
シ
ア
で
も
多
く
の
場
合
、
相
手
国
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
は
国
営
企
業
、
国
そ
の
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、

日
本
だ
け
民
間
企
業
と
い
う
の
は
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
面
も
あ
る
。

永
濱　

だ
か
ら
イ
ン
フ
ラ
輸
出
や
資
源
調
達

で
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
大
事
。
電
気
は
ま

さ
に
「
経
済
の
血
液
」
で
、
電
力
供
給
が
今

後
ど
う
な
る
か
で
日
本
経
済
の
将
来
が
左
右

さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

宮
家　

原
発
を
売
る
こ
と
に
加
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
を
下
げ
る
の
も
、
首
相
の
仕
事

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

本
日
は
示
唆
に
富
む
話
を
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日 

実
施
）

　編
集
／
田
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由
美
子


